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■
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

習
71
名
が
合
格

当
連
盟
は
、
4
月
4
日
（
火
）、
東
京
都
文

京
区
の
日
本
森
林
林
業
振
興
会
会
議
室
で
、「
木

材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格
審
査
委
員
会
」
を
開
催

し
た
。
委
員
会
に
は
、
岡
野
健
東
京
大
学
名
誉

教
授
を
は
じ
め
と
す
る
講
師
6
名
及
び
当
連
盟

市
川
英
治
会
長
等
が
出
席
し
、
今
年
2
月
に
東

京
会
場
及
び
福
岡
会
場
で
開
催
し
た
「
平
成
28

年
度
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
」
の
受

講
者
に
つ
い
て
試
験
結
果
等
を
も
と
に
、
資
格

審
査
を
行
い
、
合
格
者
71
名
を
決
定
し
た
。
そ

の
結
果
、
制
度
発
足
以
来
、
7
年
間
の
延
べ
認

定
者
数
は
、
６
４
６
名
と
な
っ
た
。
今
回
の
講

習
で
は
、試
験
を「
木
材
の
見
分
け
方
及
び
知
っ

て
お
く
べ
き
事
柄
」
と
「
そ
れ
以
外
の
科
目
」

と
の
2
回
に
分
け
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
平
均
点

は
、
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
が
、
低
い
得
点
の
者

は
少
な
か
っ
た
。
合
格
者
の
氏
名
は
、
全
市
連

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
。
ま
た
、
問

い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、
名
簿
の
提
供
を
行
う
。

合
格
者
は
、
以
下
の
と
お
り
（
敬
称
略　

五

十
音
順
）。

浅
香
剛
（
滋
賀
県
）、安
心
院
啓
（
大
分
県
）、

荒
井
明
宏
（
岐
阜
県
）、有
尾
竜
一
（
熊
本
県
、）

飯
田
敬
太
（
新
潟
県
）、井
内
清
貴
（
東
京
都
）、

五
十
嵐
友
梨
子
（
宮
崎
県
）、
池
田
順
二
（
鹿

都
府
）、宮
野
晃
好
（
岐
阜
県
）、牟
田
光
槻
（
福

岡
県
）、森
本
吉
則
（
福
岡
県
）、山
岡
健
史
（
広

島
県
）、横
井
利
信
（
千
葉
県
）、横
山
顕
規
（
山

形
県
）、
吉
田
正
明
（
新
潟
県
）、
吉
村
兆
（
石

川
県
）

■
28
年
全
市
連
会
長
賞
を
決
定

平
成
28
年
度
全
市
連
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て

は
、
各
支
部
か
ら
候
補
者
の
推
薦
を
頂
き
、
3

月
9
日
（
木
）
に
開
催
し
た
全
市
連
功
労
者
表

彰
審
査
選
考
委
員
会
（
正
副
会
長
・
支
部
長
で

構
成
）
で
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
受
賞
者
に

は
、
5
月
15
日
（
月
）
開
催
の
第
62
回
全
市
連

総
会
・
東
京
大
会
の
席
上
で
表
彰
状
と
記
念
品

を
贈
呈
す
る
。
受
賞
者
の
皆
様
の
御
労
苦
に
敬

意
を
表
す
と
共
に
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

受
賞
者
の
方
々
は
以
下
の
と
お
り
（
敬
称

略
）。

［
東
北
］
浦
木
隆
弘
（
ナ
イ
ス
株
式
会
社
宮

城
市
場
）、［
関
東
北
］
松
本
司
（（
株
）
平
木

材
市
場
）、
岩
間
裕
一
（（
株
）
ミ
ト
モ
ク
）、

川
嶋
直
人
（（
株
）
金
平
）、
永
岡
弘
美
（（
株
）

金
平
）、布
施
薫（
ナ
イ
ス（
株
）宇
都
宮
市
場
）、

土
肥
和
宏
（
千
葉
県
木
材
市
場
（
協
））、
青
木

豊
実
（
丸
宇
木
材
市
売
（
株
））、［
関
東
］
桑

山
裕
晶
（（
株
）
横
浜
連
合
木
材
）、
仙
波
一
二

（（
株
）
横
浜
連
合
木
材
）、［
東
海
］
新
宅
孝
敏

（
飯
南
木
材
（
株
））、
長
谷
正
樹
（
鈴
鹿
木
材

（
株
））、［
近
畿
］上
田
一
元（
西
垣
林
業（
株
））、

［
中
国
］
横
山
早
苗
（
真
庭
木
材
市
売
（
株
））、

森
木
広
惠
（
真
庭
木
材
市
売
（
株
））、
岡
田
則

彦
（（
株
）
津
山
綜
合
木
材
市
場
）、
西
村
好
彦

（（
株
）
津
山
綜
合
木
材
市
場
）、［
四
国
］
野
口

尚
芳
（（
株
）
ゲ
ン
ボ
ク
）、
高
濱
博
久
（（
株
）

太
洋
木
材
市
場
）、
藤
田
眞
之
（（
株
）
久
万
木

材
市
場
）、蒲
原
隆
義
（（
株
）
ゲ
ン
ボ
ク
市
場
）、

［
九
州
］
森
康
隆
（
北
九
州
木
材
市
場
（
協
））、

原
浩
文
（（
株
）
伊
万
里
木
材
市
場
）、
米
岡
秀

樹
（（
株
）
伊
万
里
木
材
市
場
）、
千
代
田
誠
二

（（
株
）
伊
万
里
木
材
市
場
）、
浅
田
泰
史
（
大

分
県
木
協
連
）、
毛
下
勉
（
鹿
児
島
県
木
材
銘

木
市
場
（
協
））、
竹
ノ
内
一
義
（
鹿
児
島
県
木

材
銘
木
市
場
（
協
））、
木
元
義
一
（
鹿
児
島
県

木
材
銘
木
市
場
）、［
問
屋
関
係
］
杉
浦
剛
（（
株
）

フ
ジ
モ
ク
）

■
「
主
要
木
材
の
需
給
見
通
し

（
平
成
29
年
第
2
四
半
期
及
び
平
成

29
年
第
3
四
半
期
）」

Ⅰ　

見
通
し
の
要
点

1
．
平
成
29
年
第
2
四
半
期
（
4
～
6
月
）
の

需
給
は
輸
入
丸
太
、
合
板
及
び
構
造
用
集
成

材
は
前
年
同
期
に
比
べ
増
加
す
る
一
方
、
国

産
材
丸
太
及
び
輸
入
製
材
品
は
前
年
同
期
に

比
べ
減
少
の
見
通
。

2
．
平
成
29
年
第
3
四
半
期
（
7
～
9
月
）
の

需
給
は
国
産
材
丸
太
、
輸
入
丸
太
及
び
合
板

は
前
年
同
期
に
比
べ
増
加
す
る
一
方
、
輸
入

製
材
品
及
び
構
造
用
集
成
材
は
前
年
同
期
に

比
べ
減
少
の
見
通
。

3
．
平
成
29
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
貸

家
着
工
の
減
少
を
反
映
し
て
前
年
度
に
比
べ

て
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

Ⅱ　

資
料
の
概
要
（
抄
）

1
．
一
般
経
済
の
動
向

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
28
年
度
は
前
年
比
＋

1
・
3
％
と
2
年
連
続
で
プ
ラ
ス
成
長
見
込
。

29
年
1
―
3
月
期
は
、
住
宅
投
資
は
前
期
比
マ

イ
ナ
ス
に
転
じ
る
と
思
わ
れ
、
公
共
投
資
は
プ

ラ
ス
に
転
じ
、設
備
投
資
の
増
加
基
調
は
維
持
。

29
年
度
は
緩
や
か
な
景
気
回
復
が
続
き
実
質
Ｇ

児
島
県
）、池
田
貴
利
（
長
崎
県
）、石
川
学
（
香

川
県
）、伊
東
栄
史
（
新
潟
県
）、伊
東
功
一
（
福

岡
県
）、
岩
井
太
志
（
鹿
児
島
県
）、
内
田
裕
一

（
新
潟
県
）、
内
田
義
則
（
岡
山
県
）、
衛
藤
文

司
（
鹿
児
島
県
）、
榎
戸
勇
人
（
東
京
都
）、
柄

本
司
（
長
崎
県
）、
江
本
憲
史
（
北
海
道
）、
岡

本
真
琴
（
福
岡
県
）、
小
川
透
（
長
崎
県
）、
小

関
菜
央
実
（
東
京
都
）、甲
斐
美
穂
（
大
分
県
）、

加
藤
竣
也
（
東
京
都
）、角
田
善
道
（
千
葉
県
）、

河
野
旭
道
（
岡
山
県
）、菊
池
玲
史
（
東
京
都
）、

草
野
哲
弥
（
長
崎
県
）、
草
野
洋
（
千
葉
県
）、

栗
林
誠
（
東
京
都
）、
小
芦
学
（
京
都
府
）、
興

梠
賢
一
（
福
岡
県
）、小
林
耕
二
郎
（
京
都
府
）、

近
藤
孝
昌
（
大
分
県
）、佐
藤
芳
樹
（
埼
玉
県
）、

茂
野
太
志
（
新
潟
県
）、
鈴
木
洋
（
東
京
都
）、

鈴
木
剛
幸（
福
島
県
）、砂
山
亜
紀
子（
石
川
県
）、

住
和
宏
（
京
都
府
）、瀬
川
恵
利
佳
（
福
島
県
）、

関
本
隆
之
（
東
京
都
）、
髙
嶋
篤
（
東
京
都
）、

髙
橋
孝
一
（
山
形
県
）、武
井
沙
織
（
東
京
都
）、

武
内
暁
男
（
大
分
県
）、田
村
弘
道
（
新
潟
県
）、

力
石
清
一
（
神
奈
川
県
）、角
掛
真
（
福
島
県
）、

富
沢
佳
史
（
新
潟
県
）、中
野
未
織
（
佐
賀
県
）、

中
村
秀
幸
（
熊
本
県
）、
新
妻
明
（
福
島
県
）

西
園
靖
彦（
鹿
児
島
県
）、服
田
延
輝（
千
葉
県
）、

早
田
政
男
（
熊
本
県
）、檜
山
健
人
（
熊
本
県
）、

廣
瀬
敦
大
（
東
京
都
）、藤
田
理
生
（
新
潟
県
）、

藤
野
智
恵
子
（
福
島
県
）、
藤
原
茂
九
郎
（
埼

玉
県
）、
前
田
和
幸
（
佐
賀
県
）、
南
靖
弘
（
京
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Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
3
年
連
続
で
プ
ラ
ス
成
長
と
見

込
ま
れ
る
。

2
．
住
宅
着
工
見
通

住
宅
着
工
戸
数
は
、
28
年
後
半
は
緩
や
か
な

減
少
傾
向
、
29
年
1
月
は
昨
年
5
月
以
来
の
１

０
０
万
戸
超
。
緩
や
か
な
貸
家
着
工
戸
数
の
減

少
を
予
想
、
消
費
税
率
引
上
前
竣
工
・
引
渡
し

見
込
む
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
等
一
時
的
に

着
工
戸
数
が
高
水
準
で
推
移
す
る
可
能
性
。
住

宅
着
工
戸
数
予
測
の
平
均
は
28
年
度
96
・
2
万

戸
、
29
年
度
92
・
0
万
戸
、
30
年
度
93
・
2
万

戸
。
29
年
度
は
貸
家
着
工
の
減
少
、
30
年
度
は

「
31
年
10
月
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
駆
け

込
み
需
要
」
を
見
込
ん
で
い
る
。

3
．
木
材
業
界
の
動
向

28
年
12
月
は
プ
レ
カ
ッ
ト
が
繁
忙
気
味
、
需

要
が
米
マ
ツ
か
ら
米
ツ
ガ
に
シ
フ
ト
。
西
日
本

は
仕
事
が
忙
し
い
状
況
、
東
日
本
は
あ
ま
り
忙

し
く
な
い
。
29
年
2
月
は
加
工
動
い
て
い
る
、

製
品
の
動
き
は
止
ま
っ
て
き
た
感
。
稼
働
日
数

で
来
月
予
想
は
強
含
み
。
国
産
材
の
加
工
の
仕

事
は
少
な
い
。
米
マ
ツ
・
米
ス
ギ
が
入
っ
て
お

ら
ず
、
国
産
材
の
丸
太
生
産
量
は
増
も
流
通
は

鈍
い
。

4
．
木
材
輸
出
の
動
向

28
年
の
木
材
輸
出
量　

丸
太
は
65
万
㎥
と
前

年
比
6
％
減
、製
材
は
8
万
9
千
㎥
で
45
％
増
、

合
板
は
9
万
8
千
㎥
で
61
％
増
。
輸
出
額
は
２

３
８
億
円
で
前
年
比
4
％
増
、
国
別
で
は
、
中

国
が
90
億
円
で
前
年
比
2
％
増
、
2
位
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
は
56
億
円
で
60
％
増
、韓
国
は
18
％
減
、

台
湾
は
25
％
減
。
中
国
で
は
春
節
前
後
に
需
要

減
が
あ
る
が
、
本
年
1
月
は
昨
年
比
2
倍
程
度

の
輸
出
量
。

5
．
国
産
材
に
関
す
る
動
向

2
月
上
旬
の
森
連
共
販
平
均
価
格
は
、
ス
ギ

柱
用
材
12
、３
０
０
円
／
㎥
、
同
中
目
材
12
、３

０
０
円
／
㎥
、
ヒ
ノ
キ
柱
用
材
が
15
、６
０
０

円
／
㎥
、
同
中
目
材
15
、４
０
０
円
／
㎥
。
1

月
の
原
木
入
荷
量
は
ス
ギ
微
増
、ヒ
ノ
キ
微
減
、

大
き
な
変
化
は
無
く
、
一
部
で
雪
の
影
響
に
よ

り
出
材
が
滞
っ
た
も
の
の
、概
ね
出
材
が
順
調
。

原
木
価
格
は
ス
ギ
柱
用
材
及
び
中
目
材
共
に
小

幅
高
、
ヒ
ノ
キ
は
小
幅
安
、
ス
ギ
原
木
価
格
は

6
月
か
ら
の
続
伸
、
関
東
や
九
州
の
一
部
で
は

下
落
も
散
見
。
製
品
荷
動
き
は
関
東
を
中
心
に

引
き
合
い
の
強
か
っ
た
前
月
か
ら
一
転
し
一
服

感
、
原
木
価
格
は
保
合
予
測
。

6
．
主
要
木
材
需
給
動
向

（
1
）
国
産
材
（
需
要
）

①
製
材
用
丸
太
に
つ
い
て
の
28
年
第
4
四
半

期
実
績
は
前
年
同
期
比
微
減
。
29
年
第
1
四
半

期
は
前
回
予
測
よ
り
減
少
、
第
2
四
半
期
見
通

は
前
期
並
、
第
3
四
半
期
見
通
は
前
期
よ
り
減

と
予
測
。
プ
レ
カ
ッ
ト
受
注
残
も
2
月
頃
か
ら

落
ち
着
い
て
き
て
お
り
昨
年
同
期
比
べ
て
若
干

需
要
減
少
の
見
方
多
い
。
一
部
で
米
材
入
手
し

に
く
く
な
っ
て
お
り
価
格
も
強
含
と
の
見
方
か

ら
国
産
材
の
活
用
を
見
込
ん
で
も
昨
年
同
期
を

超
え
な
い
と
見
込
む
。

②
合
板
用
丸
太
に
つ
い
て
の
28
年
第
4
四
半

期
実
績
は
住
宅
着
工
の
回
復
、
国
産
材
合
板
へ

の
シ
フ
ト
、
輸
入
合
板
の
減
少
、
フ
ロ
ア
台
板

等
へ
の
国
産
合
板
の
需
要
増
、
国
内
合
板
工
場

の
最
大
限
稼
働
に
よ
り
前
年
同
期
比
で
増
。
29

年
第
1
四
半
期
は
工
場
稼
働
日
数
少
な
く
、
冬

は
熱
効
率
が
下
が
り
前
年
同
期
比
減
見
込
み
。

第
2
四
半
期
は
前
年
同
期
比
減
少
見
通
。
第
3

四
半
期
は
型
枠
用
合
板
や
フ
ロ
ア
台
板
の
需
要

拡
大
等
が
期
待
さ
れ
、前
年
同
期
比
増
見
通
し
。

（
2
）
米
材
（
需
要
）

①
丸
太

・
28
年
第
4
四
半
期
実
績
は
円
安
、
産
地
価
格

上
昇
で
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
が
プ
レ
カ
ッ
ト
需

要
が
強
保
合
、
前
年
同
期
比
増
。
29
年
第
1
四

半
期
は
不
需
要
期
も
、
産
地
価
格
上
昇
、
大
手

工
場
の
動
向
等
か
ら
製
品
価
格
は
米
マ
ツ
中
心

に
強
保
合
で
推
移
。
第
2
四
半
期
は
為
替
に
よ

る
が
、
他
の
外
材
入
量
、
住
宅
着
工
、
供
給
量
、

在
庫
と
も
変
化
要
因
少
な
く
、
製
品
生
産
量
、

価
格
も
堅
調
保
合
が
予
想
、
前
年
同
期
比
、
供

給
量
、
在
庫
と
も
少
な
い
が
大
き
な
変
化
は
な

い
。
第
3
四
半
期
は
住
宅
着
工
の
動
向
に
よ
る

が
入
荷
量
少
な
い
中
、
在
庫
の
一
段
底
予
想
。

為
替
の
変
化
な
い
前
提
で
価
格
は
10
％
、
生
産

量
も
10
％
程
度
上
昇
す
る
可
能
性
、
需
要
は
ほ

ぼ
前
年
並
見
通
し
。

②
製
材
品

・
28
年
第
4
四
半
期
実
績
は
円
安
、
入
荷
減
と

思
わ
れ
た
が
、
前
に
契
約
し
た
も
の
が
予
想
外

に
入
り
荷
は
順
調
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
稼
働

率
も
良
か
っ
た
。
29
年
第
1
四
半
期
は
円
安
で

採
算
厳
し
く
入
荷
絞
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
の
傾

向
は
し
ば
ら
く
続
く
。
第
2
四
半
期
は
年
間
を

通
し
て
昨
年
程
度
の
住
宅
着
工
数
予
想
と
貸
家

の
減
少
か
ら
85
～
86
万
戸
台
の
予
想
に
分
か

れ
、
木
材
需
要
全
般
に
や
や
低
迷
。
第
3
四
半

期
は
ア
メ
リ
カ
の
利
上
げ
を
契
機
に
為
替
が
ど

う
動
く
か
。

（
3
）
欧
州
材
（
製
材
品
供
給
）

・
28
年
第
4
四
半
期
実
績
は
第
3
四
半
期
の
ラ

ミ
ナ
買
付
時
の
相
場
が
前
期
買
付
時
比
高
値
。

製
品
が
出
る
29
年
第
1
四
半
期
に
は
需
要
が
落

ち
込
む
と
に
ら
む
集
成
材
メ
ー
カ
ー
に
は
厳
し

い
価
格
、
前
回
予
測
よ
り
減
少
。
29
年
第
1
四

半
期
は
29
年
4
月
以
降
は
需
要
が
戻
り
、
買
い

主要木材の入荷量等の概要
（単位：千㎥，％）（括弧内は前年比又は前年同期比）

国産材丸太 輸入
丸太

輸入
製材品 合板 構造用

集成材製材用 合板用

26年計（実績） 12,211
（101）

3,191
（106）

4,086
（91）

6,430
（84）

6,297
（97）

2,137
（95）

27年計（実績） 11,835
（97）

3,358
（105）

3,359
（82）

6,132
（95）

5,656
（90）

2,030
（95）

28年第 1 四半期
実績

3,102
（104）

912
（111）

992
（120）

1,598
（110）

1,459
（98）

499
（107）

28年第 2 四半期
実績

3,107
（105）

971
（115）

917
（104）

1,643
（103）

1,450
（105）

555
（109）

28年第 3 四半期
実績

2,870
（104）

891
（114）

789
（105）

1,639
（107）

1,452
（108）

572
（105）

28年第 4 四半期
実績

3,116
（99）

940
（103）

881
（98）

1,580
（102）

1,474
（102）

565
（111）

28年計
（実績）

12,195
（103）

3,714
（111）

3,579
（107）

6,460
（105）

5,835
（103）

2,191
（108）

29年第 1 四半期
見込み

3,050
（98）

900
（99）

781
（79）

1,578
（99）

1,556
（107）

550
（110）

29年第 2 四半期
見通し

3,050
（98）

910
（94）

930
（101）

1,580
（96）

1,480
（102）

565
（102）

29年第 3 四半期
見通し

2,900
（101）

915
（103）

900
（114）

1,563
（95）

1,490
（103）

560
（98）
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付
け
が
進
み
例
年
通
り
の
納
入
の
見
込
み
。
第

2
四
半
期
は
円
安
進
行
等
か
ら
買
い
気
が
弱
腰

に
な
る
見
通
し
。
Ｗ
Ｗ
間
柱
の
最
大
企
業
が
3

月
積
み
ス
キ
ッ
プ
も
影
響
の
可
能
性
。
第
3
四

半
期
は
第
2
四
半
期
の
ラ
ミ
ナ
の
買
付
、
4
月

の
Ｗ
Ｗ
間
柱
の
交
渉
の
行
方
に
よ
り
大
き
く
変

わ
る
可
能
性
、住
宅
着
工
数
が
昨
年
よ
り
減
少
、

前
年
比
減
少
の
見
通
し
。

（
4
）
南
洋
材

①
丸
太
（
製
材
向
け
需
要
）

・
28
年
第
4
四
半
期
実
績
は
供
給
量
の
調
整
に

よ
り
前
期
よ
り
増
。
29
年
第
1
四
半
期
は
、
丸

太
入
荷
は
少
な
い
と
予
想
、
出
荷
増
も
な
い
と

予
想
。
第
2
四
半
期
及
び
第
3
四
半
期
は
供
給

に
見
合
っ
た
需
要
で
前
年
同
期
並
見
通
し
、
現

地
出
材
状
況
が
大
き
く
影
響
。

②
製
材
品
（
需
要
）

・
28
年
第
4
四
半
期
実
績
は
住
宅
・
非
住
宅
着

工
の
好
調
な
動
き
も
見
ら
れ
実
需
増
。
29
年
第

1
四
半
期
は
円
安
基
調
や
問
屋
在
庫
が
多
く
な

く
前
年
の
よ
う
な
動
き
は
な
い
。
第
2
四
半
期

は
底
堅
い
需
要
、大
き
な
振
れ
は
な
い
見
通
し
。

第
3
四
半
期
は
住
宅
着
工
の
減
少
予
想
、
公
共

事
業
等
の
需
要
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
前
年
並

見
通
し
。

（
5
）
北
洋
材

①
丸
太
（
需
要
）

・
28
年
第
4
四
半
期
実
績
は
、昨
年
同
期
比
減
。

29
年
第
1
四
半
期
は
製
材
向
け
ア
カ
マ
ツ
の
入

荷
が
予
想
以
上
に
悪
く
前
年
同
期
比
減
の
見
込

み
。
合
板
向
け
カ
ラ
マ
ツ
入
荷
に
期
待
。
第
2

四
半
期
及
び
第
3
四
半
期
は
前
期
同
水
準
で
推

移
。②

製
材
品
（
供
給
）

・
28
年
第
4
四
半
期
実
績
は
例
年
並
、
中
級
ク

ラ
ス
の
商
品
（
原
板
、
完
成
品
）
が
安
定
的
に

替
需
要
増
大
、
港
頭
在
庫
大
幅
減
。
輸
入
型
枠

用
合
板
は
公
共
建
設
工
事
の
遅
れ
と
首
都
圏
で

の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
落
込
み
で
需
要
が
減
少
。

29
年
第
1
四
半
期
は
入
着
遅
れ
の
輸
入
合
板
が

順
調
に
入
荷
、
港
頭
在
庫
増
加
。
国
産
針
葉
樹

構
造
用
合
板
の
代
替
え
需
要
続
く
も
、
輸
入
型

枠
合
板
需
要
低
調
。
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
用
台
板
需

要
は
国
産
針
葉
樹
台
板
の
供
給
が
増
え
ず
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
は
購
入
を
続
け
好
調

キ
ー
プ
。
第
2
四
半
期
は
家
具
・
厨
房
等
産
業

用
需
要
の
薄
物
合
板
・
中
厚
物
合
板
は
カ

ラ
ー
・
プ
リ
ン
ト
製
品
台
板
が
合
板
か
ら
繊
維

板
へ
転
換
続
き
、
台
板
用
需
要
は
減
少
。
12
㎜

の
構
造
用
合
板
需
要
は
国
産
針
葉
樹
合
板
の
供

給
増
加
で
、
輸
入
構
造
用
需
要
は
落
ち
込
む
と

思
わ
れ
る
。
第
3
四
半
期
の
型
枠
用
輸
入
合
板

は
需
要
増
も
、
逼
迫
に
は
至
ら
ず
。

（
8
）
構
造
用
集
成
材
（
供
給
）

①
国
内
製
造

・
28
年
第
4
四
半
期
実
績
は
荷
動
き
非
常
に
堅

調
、
メ
ー
カ
ー
フ
ル
操
業
続
け
、
受
注
残
も
減

ら
な
い
、
プ
レ
カ
ッ
ト
需
要
も
堅
調
。
10
月
、

11
月
の
生
産
量
は
高
水
準
、
12
月
の
生
産
量
も

10
月
並
み
の
生
産
量
、
25
年
以
来
の
高
水
準
。

29
年
第
1
四
半
期
は
例
年
生
産
量
は
落
ち
込
む

傾
向
、
未
だ
荷
動
き
は
堅
調
、
一
部
ま
だ
不
足

感
。
前
期
よ
り
や
や
落
ち
込
む
も
、
ほ
ぼ
同
水

準
維
持
見
込
み
。
第
2
四
半
期
は
需
給
落
ち
着

つ
き
つ
つ
あ
る
が
、
ほ
ぼ
前
期
並
み
生
産
量
見

通
。
第
3
四
半
期
は
秋
需
等
も
期
待
、
前
期
比

で
大
き
な
落
ち
込
み
な
く
、
ほ
ぼ
前
期
並
み
の

生
産
量
を
見
通
す
。

②
輸
入

・
28
年
第
4
四
半
期
実
績
は
ル
ー
マ
ニ
ア
か
ら

の
Ｒ
Ｗ
梁
が
8
、０
０
０
㎥
／
月
供
給
安
定
期

に
入
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
工
場
製

供
給
さ
れ
昨
年
並
み
の
数
量
に
達
し
た
と
思
わ

れ
る
。
29
年
第
1
四
半
期
は
1
月
約
50
千
㎥
と

低
調
、
前
年
同
期
比
減
少
の
見
込
み
。
第
2
四

半
期
は
例
年
並
み
の
供
給
量
の
見
通
し
。
第
3

四
半
期
は
夏
の
集
材
状
況
に
よ
っ
て
波
の
あ
る

時
期
、
天
気
次
第
も
前
年
並
の
見
通
し
。

（
6
）
Ｎ
Ｚ
・
チ
リ
材

①
丸
太
（
需
要
）

・
28
年
第
4
四
半
期
実
績
は
原
木
高
騰
を
理
由

に
、
年
明
け
か
ら
の
製
品
値
上
げ
を
各
社
が
打

ち
出
し
、
第
4
四
半
期
の
需
要
を
多
少
喚
起
と

推
測
。
29
年
第
1
四
半
期
見
込
み
は
製
品
値
上

げ
が
進
ま
ず
前
年
並
み
需
要
維
持
と
予
測
。
円

安
下
の
高
需
要
期
に
輸
出
伸
び
ず
不
安
材
料

（
梱
包
需
要
）。
第
2
四
半
期
は
為
替
を
加
味
し

Ｎ
Ｚ
原
木
価
格
が
過
去
最
高
値
圏
に
入
り
顧
客

は
国
産
材
に
流
れ
る
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
保
護

主
義
に
よ
り
梱
包
需
要
減
少
を
予
想
、
4
月
末

か
ら
9
月
ま
で
は
例
年
低
需
要
期
。
プ
ラ
ス
材

料
は
チ
リ
製
品
の
入
荷
が
森
林
大
火
災
の
影
響

で
1
ヶ
月
程
度
ず
れ
込
み
、
入
荷
遅
れ
欠
品
を

埋
め
る
た
め
の
一
時
的
需
要
が
内
地
挽
き
注
文

と
し
て
生
ま
れ
る
と
予
測
。
第
3
四
半
期
は
例

年
低
需
要
期
で
場
合
に
よ
り
前
年
並
み
に
落
ち

込
む
可
能
性
。

②
製
材
品
（
需
要
）

・
平
成
28
年
第
1
四
半
期
の
実
績
は
秋
需
が
予

想
以
上
に
需
要
を
牽
引
し
増
加
。
平
成
29
年
第

1
四
半
期
は
チ
リ
材
の
発
注
か
ら
入
荷
ま
で
の

納
期
が
3
ヶ
月
超
と
長
く
、
円
安
前
の
為
替
適

用
の
材
が
第
1
四
半
期
に
入
荷
す
る
た
め
、
内

地
挽
き
製
材
品
に
比
べ
価
格
競
争
力
が
あ
り
安

定
し
た
需
要
確
保
を
予
測
。
第
2
四
半
期
は
1

月
下
旬
に
発
生
し
た
チ
リ
森
林
大
火
災
の
影
響

で
入
荷
が
1
ヶ
月
ず
れ
込
み
、
昨
年
11
月
以
降

定
着
し
た
円
安
為
替
で
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な

り
、低
需
要
期
と
重
な
る
た
め
需
要
減
と
予
測
。

第
3
四
半
期
は
例
年
の
低
需
要
期
、
国
際
貿
易

の
動
向
が
保
護
主
義
台
頭
で
、
読
み
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
が
前
年
同
期
比
減
少
の
見
通
し
。

（
7
）
合
板

①
国
内
製
造
（
需
要
）

・
28
年
第
4
四
半
期
実
績
は
新
設
住
宅
着
工
好

調
で
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
、
大
手
プ
レ
カ
ッ

ト
工
場
と
も
針
葉
樹
構
造
用
合
板
手
当
を
拡

大
。
中
小
工
務
店
・
ビ
ル
ダ
ー
も
手
当
て
を
進

め
需
要
は
ピ
ー
ク
。
合
板
メ
ー
カ
ー
在
庫
も
少

な
く
納
期
遅
れ
恒
常
化
。
29
年
第
1
四
半
期
は

大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
及
び
大
手
プ
レ
カ
ッ
ト

工
場
の
手
当
て
一
段
落
、
手
持
ち
仕
事
量
の
消

化
進
め
て
い
る
。
中
小
工
務
店
・
ビ
ル
ダ
ー
は

納
入
遅
れ
の
商
品
待
ち
状
況
、
新
規
発
注
は
商

品
入
荷
後
の
検
討
。
需
要
は
中
国
、
九
州
地
区

は
旺
盛
、
そ
の
他
は
落
着
い
て
お
り
地
域
間
格

差
が
出
て
い
る
。
第
2
四
半
期
は
大
手
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
、
大
手
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
と
も
先
行

き
の
住
宅
受
注
を
見
極
め
当
面
の
仕
事
量
の
発

注
を
行
う
。
中
小
工
務
店
・
ビ
ル
ダ
ー
は
焼
失

し
た
大
手
合
板
メ
ー
カ
ー
の
生
産
再
開
で
供
給

力
の
増
加
を
睨
み
な
が
ら
の
手
当
。
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
針
葉
樹
台
板
の
需
要
は
増
。
第
3
四
半
期

の
針
葉
樹
構
造
用
合
板
は
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
並
び
に
大
手
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
と
も
厚
物

を
含
め
手
当
を
行
う
と
考
え
ら
れ
る
。
中
小
工

務
店
・
ビ
ル
ダ
ー
も
供
給
に
余
裕
が
出
る
メ
ー

カ
ー
姿
勢
を
睨
み
な
が
ら
の
手
当
、
在
庫
積
み

増
に
は
至
ら
ず
。
オ
リ
・
パ
ラ
用
施
設
の
針
葉

樹
型
枠
合
板
を
一
部
型
枠
納
材
業
者
が
手
当
て

を
進
め
る
。

②
輸
入
（
需
要
）

・
28
年
第
4
四
半
期
実
績
の
輸
入
構
造
用
合
板

は
国
産
針
葉
樹
構
造
用
合
板
の
供
給
遅
延
で
代
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究
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。地
域
材
を
活
用
し
た
、

新
た
な
用
途
で
の
木
材
需
要
の
拡
大
を
期
待
し

た
い
。

■
29
年
「
み
ど
り
の
学
術
賞
」

決
定

『
み
ど
り
の
学
術
賞
』
は
、「
み
ど
り
」
に
つ

い
て
の
国
民
の
造
詣
を
深
め
る
た
め
に
、
国
内

に
お
い
て
植
物
、
森
林
、
緑
地
、
造
園
、
自
然

保
護
等
に
係
る
研
究
、
技
術
の
開
発
そ
の
他
の

「
み
ど
り
」
に
関
す
る
学
術
上
の
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
個
人
に
内
閣
総
理
大
臣
が
授
与
す
る

も
の
（
平
成
18
年
8
月
8
日
閣
議
決
定
）。

第
11
回
と
な
る
今
回
は
、

●
丸
田　

頼
一
（
千
葉
大
学
名
誉
教
授
）

［
功
績
概
要　

都
市
の
緑
地
が
持
つ
微
気
象
の

緩
和
な
ど
の
多
面
的
な
機
能
と
緑
地
計
画
に
関

す
る
研
究
を
進
め
、
都
市
の
公
園
緑
地
か
ら
冷

涼
な
空
気
が
市
街
地
に
浸
透
す
る
「
に
じ
み
だ

し
現
象
」
の
存
在
や
、
市
街
地
周
辺
部
か
ら
都

市
部
に
向
か
っ
て
風
が
発
生
す
る
こ
と
を
実
証

的
に
明
ら
か
に
す
る
な
ど
の
先
駆
的
な
成
果
を

挙
げ
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
で
開
発
さ
れ
た
「
風

の
道
」
の
手
法
を
参
考
に
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
の
緩
和
の
た
め
緑
地
を
効
果
的
に
配
置

す
る
日
本
型
の
「
風
の
道
」
を
提
唱
。
こ
の
成

果
は
政
府
の「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
大
綱
」

に
反
映
さ
れ
、
多
く
の
都
市
の
「
緑
の
基
本
計

画
」
に
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
都
市
に
お
け
る

熱
環
境
の
緩
和
と
低
炭
素
型
ま
ち
づ
く
り
に
資

す
る
緑
地
政
策
の
展
開
に
大
き
く
貢
献
。］

●
沈　

建
仁
（
岡
山
大
学
異
分
野
基
礎
科
学
研

究
所
教
授
）

［
功
績
概
要　

植
物
の
葉
緑
体
の
中
で
光
合
成

を
通
じ
て
酸
素
が
発
生
す
る
際
に
触
媒
の
役
割

を
果
た
す
「
光
化
学
系
Ⅱ
」
と
い
う
タ
ン
パ
ク

質
複
合
体
に
つ
い
て
、
原
始
的
な
光
合
成
生
物

シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア
か
ら
高
解
像
度
で
解
析
可

能
な
結
晶
を
つ
く
り
出
し
、
原
子
レ
ベ
ル
で
の

構
造
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
成
果
は
基
礎
科

学
と
し
て
の
光
合
成
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
太

陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
人
工
利
用（
人
工
光
合
成
）

の
実
現
に
向
け
た
研
究
の
進
展
に
も
大
き
く
貢

献
。］

の
2
名
に
対
し
、授
与
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

授
賞
式
は
、
平
成
29
年
4
月
28
日
（
金
）
に

開
催
す
る「
み
ど
り
の
式
典
」（
於
：
東
京
都
内
）

に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
科
学
未
来

館
と
の
共
催
に
よ
り
、
受
賞
者
に
よ
る
記
念
講

演
会
を
、
後
日
開
催
す
る
。

仏
教
の
宗
派
に
よ
っ
て
、
法
事
や
お

盆
に
な
る
と
、
お
墓
に
卒
塔
婆
（
板

塔
婆
）
を
立
て
る
。
御
先
祖
様
の
戒

名
や
、
経
が
書
か
れ
た
長
細
い
木
板

で
あ
る
。
も
と
も
と
は
、
お
釈
迦
様

の
遺
骨
の
仏
舎
利
を
納
め
た
塚
の
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語“

stupa”

が
語

源
と
の
こ
と
。
イ
ン
ド
、
中
国
等
を
経
て
日
本

に
伝
わ
り
、
五
重
塔
な
ど
の
塔
と
な
る
一
方
、

平
安
末
期
な
い
し
鎌
倉
初
期
か
ら
板
塔
婆
が
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
全
国
で

は
年
間
一
千
万
本
以
上
使
わ
れ
る
と
も
言
わ
れ

る
。
色
々
サ
イ
ズ
が
あ
る
が
、
長
さ
1
・
2
ｍ

程
度
の
も
の
を
想
定
す
る
と
、
製
品
材
積
で
大

凡
8
千
㎥
程
度
（
原
木
で
2
万
㎥
前
後
か
）。

白
く
、
節
が
な
く
、
匂
い
が
な
い
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
か
っ
て
は
、
国
内
の
モ
ミ
（A

bies 
firm

a

）
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
資
源
的
な
問

題
も
あ
り
、
最
近
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
欧
州
ト
ウ

ヒ
（Picea abies

）
が
輸
入
さ
れ
多
く
使
用

さ
れ
て
い
る
と
言
う
。
お
墓
に
も
国
際
化
の
波

が
押
し
寄
せ
て
い
る
。
最
近
は
、
国
産
材
利
用

の
機
運
の
高
ま
り
も
あ
っ
て
、
国
産
の
ス
ギ
製

の
も
の
も
登
場
し
、
そ
の
需
要
も
漸
増
し
て
い

る
そ
う
で
あ
る
。
人
工
林
の
主
要
樹
種
で
あ
る

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
利
用
が
進
む
こ
と
を
期
待
す

る
と
共
に
、
材
の
白
さ
な
ど
に
注
目
す
れ
ば
、

山
梨
県
な
ど
の
シ
ラ
ビ
ソ
人
工
林
材
の
活
用
、

北
海
道
の
ト
ド
マ
ツ
及
び
エ
ゾ
マ
ツ
の
人
工
林

材
等
の
活
用
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
材
積
当
た
り
の
製
品
単
価
は
、
㎥
当
た
り

10
万
円
単
位
の
価
格
と
な
り
、
Ａ
材
需
要
の
拡

大
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
昨
今
、
ば
か
に
な
ら

な
い
需
要
先
か
も
し
れ
な
い
。
身
近
な
と
こ
ろ

の
木
材
利
用
に
つ
い
て
も
、
も
う
一
度
考
え
た

い
も
の
で
あ
る
。

雑 記 帳

品
が
出
荷
ス
ト
ッ
プ
、
3
、０
０
０
～
4
、０
０

０
㎥
／
月
が
減
少
。
29
年
第
1
四
半
期
は
前
期

同
様
、
需
要
も
安
定
、
前
期
並
見
通
し
。
第
2

四
半
期
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
工
場
の
稼
働
再
開
が

遅
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
Ｒ
Ｗ
丸
太
禁
輸
措

置
の
影
響
を
受
け
3
、０
０
０
㎥
／
月
が
減
少
、

第
3
四
半
期
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
工
場
が
2
―
3

月
に
稼
働
再
開
し
、
生
産
安
定
す
れ
ば
3
、０

０
０
～
4
、０
０
０
㎥
／
月
入
荷
。

■
木
構
造
振
興
「
補
助
事
業
成

果
発
表
会
開
催
」

平
成
29
年
3
月
16
日
（
木
）、
木
構
造
振
興

（
株
）（
山
田
壽
夫
社
長
）
は
、
東
京
江
東
区
の

豊
洲
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

平
成
27
年
度
林
野
庁
補
助
事
業
「
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
木
質
部
材
・
工
法
の
開
発
・
普
及
等

支
援
事
業
」
の
成
果
報
告
会
を
開
催
し
た
。
冒

頭
、
同
社
の
西
村
勝
美
相
談
役
は
、「
こ
こ
数

年
国
産
材
を
対
象
と
し
た
部
材
・
工
法
の
開
発

が
進
ん
で
い
る
。
国
産
材
の
安
定
供
給
に
対
す

る
期
待
も
あ
っ
て
１
０
０
件
を
超
え
る
提
案
が

あ
っ
た
。
国
産
材
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

を
感
ず
る
。」旨
挨
拶
し
た
。成
果
報
告
会
で
は
、

秋
田
木
高
研　

林
知
行
所
長
が
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
床

版
に
用
い
た
橋
梁
補
修
の
実
用
化
に
向
け
た
実

証
試
験
と
耐
久
性
付
与
技
術
の
開
発
」
を
、
Ｊ

Ｂ
Ｎ　

青
木
哲
也
氏
が
「
ス
ギ
等
の
木
材
を
仕

上
げ
材
に
使
っ
た
準
耐
火
構
造
外
壁
お
よ
び
間

仕
切
壁
の
開
発
」、
清
水
建
設　

貞
広
修
氏
が

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
高
耐
久
力
耐
震
要
素
を
用
い
た

中
高
層
木
質
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
架
構
の
開
発
」を
、

北
海
道
林
産
試
験
場　

大
橋
義
徳
氏
が
「
多
層

構
成
に
よ
る
道
産
カ
ラ
マ
ツ
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
長
期
性

能
評
価
」
を
発
表
す
る
な
ど
今
、
注
目
を
集
め

る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
分
野
で
の
研

（丸田頼一氏）（沈建仁氏）


